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大豆に於けるマメシンク fガの産卵部位と幼虫の

莱内潜入に就いて.

(害識と寄主作物との生態皐的研究.第2報)

西島浩

(~t.jお司i並大望，>.;差是非ri1\fb虫当主滋室)

On the boring of hatching larvae and the location of e蹴 depositionof 

the soyhean pod borer， GJ・(t]Jlwlithαg'l'"ic'i'wiVlJ1'CUαMAτSUMURA
(Ecological studies on injurious ins巴ctand its host crops. 2) 

By 

YUTAKA NrSHIJ1MA  

I 緒言

42作物持.1u主 l'îJ- 子置であっても '~fì:f'i'物ω加

知， lh将軍，生育JPl或いは松制誌など </JキI~~主や1変化

によってFF;卵教が著しく異なるととはかなり "I~:j極

的な現象であり，マメシンクイガの場合にもその

現象に闘する多くの:';(~結がある Clì(ijI Ll， 1948)。

更に寄主と産卵部位との附係に就いえも庄卯却

とIfD殺なととが知られている。例えば Heliothis
armigera (Hむ印.)とミ1乙221黍 (MCCOLLOCH，1920) 

或いぽおi¥(PARSONS， 1940)， Etiella zinckenella 

TREITSCHKEと大豆(筒井，1951)或いは市民刊i守l以

前!と核果及びL~U1件費')'1に!豆々指摘され℃いるよワ

な産卵部1][:の著しい;f'fl速や挺化t.t，マメシンクイ

ガと大立との闘係に於ても殻比されるに至った。

大互の中生IifI積に於てば多毛主j九日1積が英一".1'1::必樹iめ
て多く産卵されるのに幸封Jして4緋楳1県!Uu山IJ出Jiし日i，{干'Trで'fぽjど72爽lだEζ-'上4

甚だ柿でで茨以外の部分に多く産卵されるのであ

る(jILit:.}. ~:~1'o/" 1952， '53)。かくの女I1く奔しく異

たる部分tて産者¥Jされた卵から蜘化した!l)J山::r，来

して，(司じ割合で爽内11::，出入IH来るであろうか。従

来災以外の部分で舶化L-!c幼虫の辿~~î'jば組めて不

安なように4与えられている(桑IfI，1938)。との;j:(f;

~~が正しいとすれば裸JIll何ーの被ft芹が少ない!ポ|人!の

1っとして主:J}IJ!lJ.Ji:が少ない外に圭J}IJ部分の*11

注者三11足り卜.げなければたらない。ことに於て夫以

外で附イむした幼虫が茨l̂l!'1::rf士入し得るか否かるさ柿

める必'2!がある。本えにばかかる fI (If~でv進行じた

調布及び~J1OCP.jf)~' ~~-lJ県に就いて十it;与する。

本文を草するに常り，常に懇i符詰たる私御世指導を

賜つアたζ内H川1登-.犬伺朽

H即助j九j雪技丈授(1::主封Jれlし/'ヤてとf深架!咋!乎系1た之る感謝Jο)立イ佐〈去ずる。

II 費験

材料 biぴ方1-1;

マメシンクイ方、の卯(j)5!!:'民法及ぴ佐和j;1:lJ土
郊 1'~1i(1:: ijio-9"る。按:f.<TtL-l九こ大主主の!ill加は「北見長

悲J(多T:非)及び「中生桝」で，接組前英!段:及び爽長
が胞はλj勾ーにrs.るように再主えた。接f;jJi:部分は， :n~ 

~i!1ト」とi品現制中 11\1部，京，葉柄基有1\及び3だの 5 出i

]iJIである o lkJ，'[験ば室内/，1::，於て 3反留とし，接師、24

時11¥1後及び・48時11¥1後に於ける幼虫の行動，潜入JI犬

1';，'，&ひ、そのもi:世!τ就いて調子正した。 1待入JIた祝は英

の去!白IのキiI;繭の千j1!!~，市入痕の有力!~を検した後夫

役割って箔 1t拍幼虫制作認するととによって判定

した。

iJt検事l;県

il);:{;v:J}IHど24[1寺11¥1後には全部舶化し，幼虫ば炎

上或いは接種部位附近の玄土佐治般に歩行し，そ
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の-古1¥ぽ茨上に定mしLt侍入前の繭 32作り f;，fiめ
た。 48 時間後には歩行する幼以は認められや，~

1二の幼虫の前入部からぼ液汁が遠出するのがJid也め

られた。市入痕と卯を;j~:f.ifI:した部úí:から判断する

と，炎上に;j~極した卵から蜘化した幼出ぽ帰んど

技研した旋l刊に，英以外で附化した幼虫の大部分

は犬々の接f南部位におえも近い杭世にある兆l刊に雨

入したととが判った。 J克服48時1111後に於ける幼
虫の兆内市入室容はみin去の女11くである。

第 1表 卵接種ì~11位と幼虫の芸庭内潜入率

ZEF司 北 ι 長 i正 1 中生融

E I III ¥乎1-:t:航¥~E~i('cm) 11 1 1 [ I III 1 21 

禁 車Ih 末 ヰ品 77.8 62.3 73.4 

葉 横 中 11司 60.0 70.0 88.7 72.9 

主 中 11司 90.0 100.0 100.0 9o.7 

業 柄 主主 官官 100.0 77.8! 80.0 I 85.9 
爽 11 100.0 l川 88.7I 9o.2 

後 f主積卵より至近の爽柄主で、の距離の平均値。

おiO去によれば，幼虫の茨内潜入幸容は長組古Hi

N:が英から故も遠距離にある業車Ih米端』でも千均

70% を地えている。との~:Il;:lf~からみて接lífi部f立の

ヰu症により幼虫の英I実1ft}入率に著しい芸異がある
とはおーえられない。 !I与に葉柄基古'1¥及び英に接種し

た卵から卵H!"lノた幼虫のjfキ入室容が7fi!uど異友らな
いととは，裸l日1極の托葉f'.IT百で噺化した多くの幼

虫が爽内に潜入出来るとと左示すものである o 然

しlilII場に於けるk.Jrぽ，種々な大きさの英が着生
して府り 1株内の卵の分干li或いぽ微気象的保件

によって，室内覧験結果とは具たった品こiiH三示す

かもしれない。以下11m場に於ける貰態を知るため

に行った調査についてjA;べる。

III調査

材料及び方法

調ヨ'!t材料ぽ 195211三北大品事部見出皐教室の

23.8 80.0 100.0 87.5 89.2 18.2 

12.0 70.0 100.0 66.0 78.7 10.2 

3.4 85.7 88.7 70.0 81.5 2.8 

0.5 100.0 88.7 88.7 92.4 O.日

100.0 I 90.0 100.0 96.7 

;;r\:m金li\ì l場から採った。試験Illì\喝の設計，施肥;日:~，播

和 HI二1，その他の栽j;}{'l~;flll法は 1951 /，がと同様であ

る伽o W:T¥.品柿:rk-1-1院長1YJ，lド生光32.，lぬ生光黒，
中生抑， 長主制1蹴の 511T1紐でvある。制作時期)1ま

マメシンクイガの産卵と附化幼虫の爽内潜入!引に

キII'ft!;する 8H 15日，同221'1，同 30EI，。月 8日の

4回である。 1回の調在にJHいたiた豆ぽ各試験匝

から任意に採った 3材、宛合員1'15株で，各株の着英

位置，爽敢，爽長，潜入痕敢，卵数，卵殻数及び

それらの殻見部位(1::，就いて iVlJべtc。主主ゐ:}~~取調在

により成虫を初めて認めた日比 7FJ 28日，故盛期!

は 8月第3-4牛iO，大_G.各1111簡のIHJ花IHIは 7月下

旬""S]J上10で何れも千年並で、あった。

調主結果

(A)産卵部伏:各制在日共悦靴い3と同;fia乙多

毛非rll，fm併と松n，ri1右TU洋/t}H<:::顕著汝差異が認められ
た(対'c2去l。

第 2表産卵 i部位

品種名 j卵阪 iド竺色竺里]脚ト函| 苓 |爽刷業一品|主 |小葉
十勝長葉 289 乃島 o 5.19 ふ見 3.81 3.12! 1.38 I 
中生光~ I 277:' 81.95! 0 I 5，78! 7.58 I 2，17 I 0.36 i 1.81 I 
晩生光累 224 69.20 ! 0 I 6.70 I 4，02 I 2.68 I 14.73 I 2.68 I 
中生課 48 i 8.33 I 62.50 I 0 i 29.17 I 0 I 0 I 0 I 
長葉線 1WA I 40:， 5，00 I 77.50 I 0 I 17.50 i 0 ! 0 I 0 ! 

発引用文献番抗以下同様。
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第 2圏 淡の長さによる憐成比率と ~tLtえびiH入棋のEt

trf.生光黒(十勝長葉)中生裸)
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(主だの長さ!~臼r ， 0 は 0~0.9cm.2は2.0-2.ヲcmの爽，以下i而mn
備考:⑧は夫々の犬きさの爽上にま支見された卵， 0は同じ<i校入jjfの量を示す。

(長業裸n虎)
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.L![Jち「長葉裸1枕J，r中生光課」でぽ 5~5.9cm

の茨が多いのにおし"1.，他の 2 ，fMiItで'f~( 4~4.9cm 

の英多い。卯i<J:多毛非lil将軍に少数認められたのみ

で，滑入痕が!!l'~倒的に多くなり悦d ，~frJi:にも羽!?;?

教のj持入痕が護見された。以上のおi過去三総合すれ

ば， (1)爽の長さによる岩生比率ば， r十時長J¥8Jと
「中生f~U とが類似している外は柏呉なっている。

(2)卵ぼ視，\，~:H~の爽に f;l'組めて稀である。 (8)然るに

1f1入痕ば裸I~;\f.市:にも i り 1 らかに殻見され，その車(ば

少ないが，多毛1ifil拍車と同桟な傾向で哨力nしてい
る o それ-1伎十~~JfJ;郡の潜入痕の殆んどは槻，\1'1{，.nの夫
以外の部分で前化したi)J!ltによるものと=行えられ

るe (4)卵及て;;、i詐入痕数は比較f¥'lkきた比率者三，'iめ

たkに多い。

IV 考察及び結論

産卵部fii:のdMiJti洋/l¥W;:呉L土木調布1'1:.於てwぴ、
認められた。成虫の産卵ぽ「多モJ+r日1柿の茨Jp:: 

集中され，同じ爽でも「裸，f，WiJi:の爽JI~( Cfiんどi主

卯~t象となら友い。との結果ぽ内 111 • ~'I，J 川 (1987)，

同川 (1948)の質験結果の←市1¥7'J ;Iilil #，}に於ヱも I~J ら

かに示されていると甘える。 r，f)時lこ成虫にとって

女子油な産卵!f~~物がない制:~f:l~tÎnで官， 1托E:←:~出i官5以ぺやコ爽柄

に多くF毘歪卯されるZ手ji

育具期l月1 によるる←形f坑Tり叩干村柿I佐4成← 1'.二の縫劫と共~'C1鑓謹化ずる)可iザf 

能七恒性1:ミを示すもの」と=三考J与づラ白ええ.られる。 ヨミ掲黍!'C於ける

Heliothis ar gimeraぽ通常幸日糸に最も多く産卵

ナるが，車l~糸1fhlHがiliれたり妨げられたりすると

主や葉に多く産卵し (MCCOLLOCH，1920)， Mero-

myza saltatrix fi'ノj、安の掛F引L11により主位日IJの

産卵率が鑓動する(岡山・ 1951) ょうた例は少な

くない。北ii:Tillに於ては，マメシンクイガのi77i卵

期ぽ 8Jj布J'IrJから 9H中旬t-C氏り，との11¥1にks:f
の緑色茨が7(í;生していない品杭は桁1H~で・ある。従

って多=t:l干の粒¥-'1'-生‘晩生，¥，'l;H(で、は，産卵肢の減

少、と共に産卵部fなも時)9¥(1句に多少縫化するであろ

うが，金制1I!l!亡誠い1見れば， rl~生和と同様な傾

向があると%・えられる。

以上の女nく，裸1171柿は勿論，多毛:tFIlll杭で、も

~ーがなければ災以外の部分!c汗:卯されるととがす手

易に乙}うえられるが，茨以外で術イヒした幼虫ぽ茨内

に潜入出来たいのであろうか。本質験及び調査結

果は，従来の推察に反して，爽以外で僻化した幼

{虫でも，そのん部分ば石'{l1貨に爽I刊に潜入している

と左右l切らかにした。従:って産卵音1¥伎の314具が，

品研iJI!Iの被将来具の也接の要仏!となるととぽlifiん

どないと壬「え上う。

V 要 約

(1). 大豆の中生!日¥HI.に主さては，マメシンクイ

ガの序:卯吉¥11 il:が多毛茸lfl1杭i洋と裸，¥h:f.rJU洋とのIi¥Jで

顕者に異なることをl¥iぴ昨認した。裸品柿の英は

殆んどJi'R卵封象止はならや，爽ιJ:外の部分，特に

H:主主に多く産卵される。
(2) 爽以外の部分で舶化したがj虫は，?A上で、

附イじした幼虫e7jfiんど同校!c'b(内に前入1'"来ると

とを舶7JZし7ζ。

(8) それ故産卵部N:の y(:~具が幼虫の刈1容量に

;影キ手し，十京 rif~ f:市の耐rH虫干1:の 1 ~~IA:l となるととぽγ台

んどないと結論するととが!日米る。
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Resume 

In order to ascertain the reIation between the Iocation of oviposition and the boring 

of the soybean pod borer， Graρholitha gricinivorella M.".:rs.， in conjunction with varietal 
difference of soybean， the ex:periments were carried out in 1591-' 52 and the resu1ts are 
summarized in the following lines. 

Though the eg"gs are found oCvarious parts of the pIant， pod， stipuIe， stem， bud and 
flower peduncIe etc.， there is a distinct di妊erencein number of eggs among the soybean 
varieties. As was previousely noticed by the writer， In the hairy varieties the large number 
of eggs are laid on the pods， while in the non-hairy ones they are not on the pod， in spite 
of the similarity of podding site. From the known facts dealing with the ovipostitional nature 

(UCHIDA et OKADA， 1937) and the reslllts as the above， it was concIuded that the pod of non-
hairy verieties is no value in attracting the egg-laying moths as the object of ovipostition. 

It also may be thought that the di妊erenceof hatching postition， resulting from considerable 
difference of 'location of oviposition between hairy and non-hairy varieties， may affect on the 
number of the boring. However， the data so far given both in the laboratory and in the 

field showed that the di任erenceof ovipositional location has not influenced the entering of 

hatching larvae into the pod， therefore it would not be connected with the resistance of non-
hairy varieties. 


